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　ゴミ焼却やリサイクルなどの環境関連プラント、
セメント・化学などの産業用プラント、エネルギー
関連の発電プラント―こうした社会貢献度の高い
プラント事業にグローバルにかかわっています。�
　明石海峡大橋に代表される橋梁や東京都庁に
代表されるビル鉄骨、あるいは多目的ドームや空
港設備など、社会基盤を支える鉄構製品も送り
だしています。�
　LNGや風力、バイオマスなどのクリーンエネル
ギーの利用にも着目、快適な住環境の創造にも
取り組んでいます。�

　個性と性能で世界中のライダーの支持を獲得
するモーターサイクルや、パーソナルウォーター
クラフト「Jet Ski　｣などのマリンスポーツ分野で、
Kawasakiブランドは世界中に知られています。�
　1970年に日本で初めて産業用ロボットを開発
以来、高い技術と信頼性によって業界をリード
してきました。�
　Simple&Friendlyを事業コンセプトに、コン
パクトで高速・高性能な最新ロボットの製造と、
ロボットをキーハードとした生産システム全体の
エンジニアリングも行っています。�

　当社は、我が国の造船業の成長とともに歩み、

日本最初の潜水艦やLNG船など「国産初」と称

される船舶を数多く生み出すなど、パイオニアと

して業界をリードしてきており、その技術力は今

なお世界最高レベルを維持しています。�

　現在、国内2カ所、海外1カ所の造船所を拠点に、

LNG運搬船、LPG運搬船、コンテナ船、石油タン

カー、海洋調査船、巡視船などあらゆる船を建造

し、世界中の人々の暮らしに貢献しています。�

�

○R

・「中長期環境ビジョン=2010年のあるべき姿」と、そのビジョンに基づいて策定

した「第4次（2003～5年度）環境経営活動基本計画」の進捗状況をお知らせ

するために、2003年度の活動計画と実績、その自己評価を記載しました。�

・陸海空にかかわる総合重工業である当社の製品が環境面でどのように社会に貢献

しているかを製品性能の向上（省エネルギー、大気環境改善、有害物質使用削減、

リサイクルなど）及び環境保全技術開発の両面で具体的に紹介しています。�

・定量化できる項目については、可能な限り数値目標を掲げ、透明性を高めています。�

・環境負荷データの開示については、カンパニー別のデータに加えて、生産拠点（工場）

別のデータを掲載しました。�

・社会との共生では、環境保全や社会貢献に加えて、雇用と労働安全衛生等について

の取り組みを紹介しました。�

�

�

本報告書を通じて、持続可能な循環型社会の実現に向けた当社の環境経営へ

の取り組みと具体的な環境活動についてご理解をいただけましたら幸いです。

なお、本報告書の作成にあたっては、環境省「環境報告書ガイドライン（2003年

度版）」を参考にしています。�

●情報開示の範囲�

国内事業所（本社・事務所・研究所・支社・工場）

を対象としています。�

関係会社は（株）川崎造船、（株）カワサキプレ

シジョンマシナリ（KPM）を対象としています。�

海外事業所は含みません。�

●対象期間�

記載内容は原則として2003年4月1日から

2004年3月31日までです。�

●次回発行予定�

今後も年度報告書として毎年１回6月に発行

する予定です。�
�

地球環境問題の解決に真剣に取り組む川崎
重工の環境負荷低減への英知が注ぎ込まれ
た製品群と地球に優しい製造工程を象徴
するマークです。�

[環境シンボルマーク]

プラント・環境・鉄構カンパニー�

各種産業用プラント・環境保全設備・�
各種鋼構造物�

[主要製品]

[工場]神戸工場／播磨工場�

�

汎用機カンパニー�

二輪車・ATV・ジェットスキー・�
産業用ロボット�

[主要製品]

[工場]明石工場�

（株）川崎造船�

船舶・海洋機器�

[主要製品]

[工場]神戸工場／坂出工場�

�


